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 第７章 計画の進行管理                

（１）計画の進行管理 

まちづくりを進めるに当たっては、社会情勢の変化や関連計画の改定など、関

連する状況の変化に対応しながら適切な施策などを実施することが必要です。 

立地適正化計画は、おおむね５年ごとに施策の実施状況や目標の達成状況につ

いて検証を行い、検証結果を踏まえて施策の充実・強化など計画の見直しを行い

ます。 

 

（２）成果指標の評価・見直し 

計画の策定からおおむね５年が経過したことから成果目標の評価・見直しを

行いました。 

 

指標１ 子育てに必要な施設のサービス水準【目標指標：４５％】 

（都市機能誘導区域内の保育園・幼稚園等の定員の市全体に対する分担割合） 

⇒指標１ 安心して子どもを育てられる環境【目標指標：３７％】への変更 

（都市機能誘導区域内の保育園・幼稚園等に通う児童の割合） 

 

 【指標１の変更について】 

令和４年に国が保育士の配置基準の見直しを行い、館林市においても利用定員につい

て見直しが行われました。 

また、館林市では、保育園・幼稚園のこども園化や施設の統廃合など子育て施設につ

いて抜本的な見直しを行っています。 

   したがって、指標１は立地適正化計画の達成状況を検証する指標として修正する必要 

があると判断されたため、新たに「子育てに関わる指標」として、保育士の配置基準が見 

直された令和４年を基準年とし、「都市機能誘導区域内の保育園・幼稚園等に通う児童 

の割合」を設定します。 

 なお、令和７年（2025）年時点では、目標値37％に対し、37.8％となっています。 

 

指標２ 居住誘導区域の人口密度【目標指標：３９人/ha】 

（居住誘導区域における人口密度） 

令和２（2020）年時点では、仮定値の３７．２人/haに対し実績値は３９．０人/haとなっ

ています。 

居住誘導区域における人口密度を維持していく必要があるため、引き続き成果目標と

して設定します。 
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指標３ 拠点間を結ぶバス利用者数【目標指標：185,900人】 

（中心拠点と地域拠点を結ぶバス路線の利用者数） 

令和３年３月に館林都市圏地域公共交通計画が策定され、令和３年３月２３日に赤羽

線運行開始、令和４年９月３０日に邑楽・千代田線廃止、令和４年１０月３日六郷西線運

行開始、令和６年２月１日に多々良北線運行開始など路線バス再編を行っています。 

路線の改廃により、対象となる路線の状況が変更になってしまったため、単純な比較は

できませんが、令和６年度の指標値は、1７２,５１９人となっており、中心拠点と地域拠点を

結ぶバス路線の利用者数を維持していく必要があるため、引き続き成果目標として設定し

ます。 

 

指標４ 商業サービスの施設の数【目標指標：８施設】 

（都市機能誘導区域内に立地する床面積が3,000㎡超の店舗数） 

令和５年２月に館林コミュニティモールがオープンしたため、令和５年度時点では９店舗

となっています。 

都市機能誘導区域内に立地する床面積が3,000㎡超の店舗数を維持していく必要が

あるため、引き続き成果目標として設定します。 

 

指標５ 建物系公共施設の延べ床面積【目標指標：５％削減】 

（建物系施設の延べ床面積の縮減率） 

財政状況の悪化や施設の老朽化等を背景として、公的不動産の見直しと連携し、将

来のまちのあり方を見据えた公共施設の再配置や公的不動産を活用した民間機能の誘

導を進める必要があることから、財政に関わる指標として、建物系公共施設の延べ床面

積（建物系施設の延べ床面積の縮減率）を成果目標として設定することとします。 
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（３）成果目標 

本計画では、めざすべき将来像として掲げた「住んでよし 訪れてよし 育みの

まち たてばやし」の実現に向けて、「“人を育む”まちづくり」、「“暮らし

を育む”まちづくり」、「“人の交流を育む”まちづくり」の目標に基づくさま

ざまな取組を進めていくこととしています。また、誘導施策の見直しや成果目標

の評価結果などを踏まえ、「子育てに関わる指標」、「居住に関わる指標」、

「移動に関する指標」、「地域交流に関わる指標」に「財政に関わる指標」を追

加し、成果目標として設定します。 

 

成果指標 策定時基準値 
目標値 

（２０３０年） 

指標 

１ 

安心して子ど

もを育てられ

る環境 

都市機能誘導区域内

の保育園・幼稚園等

に通う児童の割合 

３７％ 
【2022年(令和4年)実績値】 

３７％ 

指標 

２ 

居住誘導区域

の人口密度 

居住誘導区域におけ

る人口密度 
３９人/ha 

【2015年(平成27年)実績値】 
３９人/ha 

指標 

３ 

拠点間を結ぶ

バス利用者数 

中心拠点と地域拠点

を結ぶバス路線の利

用者数 

185,900人 
【平成24～28年度の 

平均利用者数実績値】 
185,900人 

指標 

４ 

商業サービス

施設の数 

都市機能誘導区域内

に立地する床面積が

3,000㎡超の店舗数 

８施設 
【2018年(平成30年)実績値】 

８施設 

指標 

５ 

建物系公共施

設の延べ床面

積 

建物系施設の延べ床

面積の縮減率 

254,454.40㎡ 
【2022年(令和4年)3月から 

30年間で20％削減 

（0.67％/年削減）】 

５％削減 
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参考：成果指標の根拠等 

指標１：安心して子どもを育てられる環境 
・都市機能誘導区域内の保育園・幼稚園等

に通う児童の割合 

現況値：３７％（令和４年実績値：37％＝685人／1,831人） 

■館林市内の幼稚園等の状況（R4.4.1時点） 

 
 

（参考） 

■都市機能誘導区域内 

北幼稚園（令和5年から北こども園 定員150）※長良保育園閉園 

南保育園（令和6年から南こども園 定員100）※南幼稚園と統合 

南幼稚園（令和6年から南こども園 定員100）※南保育園と統合 

 

 

■都市機能誘導区域外 

青柳保育園（令和5年から認定こども園AOYAGI 定員220） 

三野谷保育園（平成31年から認定こども園MINOYA 定員135） 

東幼稚園（令和5年から東こども園 定員60） 

常楽幼稚園がR6年度末で閉園。 
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指標２：居住誘導区域の人口密度 ・居住誘導区域における人口密度 

現況値：３９人/ha（平成27年実績値：39,835／1,025ha＝38.9人/ha） 

■区域別の人口推移の状況 
  2015年 

(平成27

年) 

2020年 2025年 2030年 2035年 
2015→2025 

増減率 

2015→2025 

増減数 

館林市 

(6,097ha) 

人口(人) 76,667 73,950 70,789 67,328 63,677 
-7.7% -5,878 

密度(人/ha) 12.6 12.1 11.6 11.0 10.4 

 市街化区域 

(1,691ha) 

人口(人) 48,713 47,308 45,634 43,708 41,612 
-6.3% -3,079 

密度(人/ha) 28.8 28.0 27.0 25.8 24.6 

 

居住誘導区域 

(1,025ha) 

人口(人) 39,835 38,622 37,206 35,606 33,881 
-6.6% -2,629 

密度(人/ha) 38.9 37.7 36.3 34.7 33.1 

居住誘導区域外 

(666ha) 

人口(人) 8,878 8,686 8,428 8,102 7,731 
-5.1% -450 

密度(人/ha) 13.3 13.0 12.7 12.2 11.6 

市街化調整区域 

(4,406ha) 

人口(人) 27,954 26,642 25,155 23,620 22,065 
-10.0% -2,799 

密度(人/ha) 6.3 6.0 5.7 5.4 5.0 

出典:平成27年は国勢調査及び都市計画基礎調査結果(市街化区域及び居住誘導区域)による値 

平成32年以降は「日本の地域別将来推計人口(平成30(2018)年推計)」による仮定値（生残率・純移動

率等）を用いてコーホート要因法により算出。 

 

（参考） 

2020年（令和2年）実績値 
 人口（人） 密度（人/ha） 

 館林市（6,097ha） 75,309 12.4 

 市街化区域(1,691ha) 48,836 28.9 

居住誘導区域（1,037ha） 39,986 39.0 

居住誘導区域外（654ha） 8,850 13.3 

市街化調整区域（4,406ha） 26,473 6.0 

出典：国勢調査及び都市計画基礎調査結果(市街化区域及び居住誘導区域)による値 

 

 

指標３：拠点間を結ぶバス利用者数 
・中心拠点と地域拠点を結ぶバス路線の利

用者数 

現況値：185,900人（平成24～28年度の利用者数の平均値） 

■区域別の人口推移の状況                        （人） 

 
出典：館林市資料 

 

（参考） 

邑楽・千代田線（令和4年9月30日廃止） 

六郷西線（令和4年10月3日運航開始） 

赤羽線（令和3年3月23日運行開始） 

 

 

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

板倉線 151,333 156,949 152,866 146,123 143,978

多々良巡回線 19,803 22,424 24,749 24,724 23,114

邑楽・千代田線 13,046 11,418 13,738 12,763 12,327

184,182 190,791 191,353 183,610 179,419

平均値 185,871
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指標４：商業サービス施設の数 
・都市機能誘導区域内に立地する床面積が

3,000㎡超の店舗数 

現況値：９施設（床面積3,000㎡超の店舗、令和７年実績値） 

■対象とした商業施設 

 ①ＡＺＥＬＥＡ ＭＡＬＬ：32,063㎡ 

 ②アクロス館林：9,112㎡ 

 ③ぐるぐる大帝国館林店：4,344㎡ 

 ④ホームセンターカンセキ館林店：4,221㎡ 

 ⑤とりせん館林富士見町店：3,920㎡ 

 ⑥ヤマダ電機テックランド館林店：3,157㎡ 

 ⑦ベルク館林大街道店：3,023㎡ 

 ⑧カワチ薬品館林東店：3,052㎡ 
出典：全国大型小売店舗総覧2019 

 

（参考） 

⑨館林コミュニティモール（フレッセイ、ジョイハウスモール）：4,699㎡（令和5年2月） 

 

 

指標５：建物系公共施設の延べ床面積 ・建物系施設の延べ床面積の縮減率 

現況値：254,454.40㎡ 

【2022年(令和4年)3月から30年間で20％削減（0.67％/年削減）】 

■対象となる建物系公共施設 

 
出典：館林市公共施設総合管理計画（令和４年３月改定） 


